
「新キリスト教」の行方

¹ サン゠シモン自身の著作はSaint-Simon, Œuvres de Claude-Henri de Saint-Simon, t. I-VI, 
Paris, Anthropos, 1966（以下Œuvresと表記）を典拠とする。なお、引用の訳出にあたって
は、森博による邦訳を適宜参照した。『サン-シモン著作集　第一巻～第五巻』森博編・
訳、恒星社厚生閣、1987-1988年。

² サン゠シモン主義者たちによる活動や歴史的事実に関しては、以下の文献を参照した。
Sébastien Charléty, Histoire du Saint-Simonisme. (1825-1864), Paris, P. Hartmann, 1931 
(『サン゠シモン主義の歴史　1825-1864』沢崎浩平、小杉隆芳訳、法政大学出版局、
1986年), Coilly et Régnier [dir.], Le siècle des saint-simoniens. du nouveau christianisme au 
canal de Suez, Paris, Bibliothèque Nationale de France, 2006.

³ サン゠シモンの生涯については、Olivier Pétré-Grenouilleau, Saint-Simon. l’utopie ou la 
raison en actes, Paris, Payot & Rivages, 2001を参照した。

⁴ 『回想録』（Mémoires）で知られるルイ・ド・サン゠シモン公爵とは遠縁の親戚関係である。
Ibid., p. 25.

はじめに

クロード゠アンリ・ド・サン゠シモン（1760-1825年）は、絶対王政下の
フランスに生まれ、革命、帝政、そして王政復古と数々の政変を迎
える変動の時代を生きた。転変する時代の証言者として、彼の生涯
と著作は18世紀から19世紀へと至る社会の姿を現代の私たちに伝
えている。サン゠シモンの存命中にその思想が一世を風靡することは
なかったが、彼の死後、友人や支持者たちがこれを受け継いだ。彼
らはサン゠シモンの思想の継承者として「サン゠シモン主義者（les saint-

simoniens）」を自称し、思想を体系立てるとともに、より堅牢な理論の
形成を目指していく。
サン゠シモンの思想とサン゠シモン主義者の理論および活動は、産
業と宗教を重要視する点によって特徴づけられる。フランス革命以
降、依然として貧富の格差が解消されず、また暴動や粛清など血で
血を洗うような状況が続く中で、サン゠シモンは社会を再び組織し直
す必要性を提起する。彼は社会の基盤をなすものとして産業を重要
視し、それを担保する宗教を模索した。サン゠シモンの死後、サン゠シ
モン主義者は師の思想を出発点とし、体系立った学説を構築するこ
とを目指す。したがって、彼らの理論の大筋はサン゠シモンと共通して
おり、社会における格差の解消と産業体制社会の樹立、そして、ある
べき宗教の構築が目標とされている。しかし、彼らは理論化の過程や
実践活動を通じて、師の思想に独自の解釈を加え、両者の間には次
第に相違や齟齬が生じていった。とりわけ、1830年代にサン゠シモン
主義のグループがカルト教団化した際、実践面においてサン゠シモン
自身の思想からの大きな乖離が生じている。
本稿では、サン゠シモンが晩年に着手した宗教の問題を取り上げ、

これをめぐってサン゠シモンとサン゠シモン主義者に見出される相違を
検討する。彼らの相違点は何において、どのような形で現れているの
だろうか。まず、サン゠シモン自身による宗教に関する議論を概観し、
続いてサン゠シモン主義者たちによる教団形成への過程と、彼らの宗
教的実践活動に焦点を合わせる。それぞれについて俯瞰した上で、
両者の相違を浮き彫りにしていきたい。このような試みを通じ、サン゠
シモンの志向した「新キリスト教」の核心に迫ることが、本稿の狙いで
ある。

サン゠シモン自身の思想を探る手がかりとしては、彼自身の手による
著作を参照する。最晩年の著作¹『新キリスト教』（Nouveau christianisme, 

1825）を取り上げ、この思想家の意図する宗教への接近を試みる。ま
た、サン゠シモン主義者については、彼らが集団を形成し思想の理論
化や喧伝活動を活発に行なっていた1825年から1832年に焦点を絞
る²。この年代の「サン゠シモン主義」は、グループでの活動が主であっ
たため、個々人の「サン゠シモン主義者」の主張ではなく、グループに
よって担われた「サン゠シモン主義」、あるいは集合的な「サン゠シモン
主義者」に着目する。とりわけ、サン゠シモン主義者による宗教の実践、
「サン゠シモン教団（l’église saint-simonienne）」における営みを考察の対
象とし、師の議論との対比を試みたい。

サン゠シモンの思想と宗教の問題1

サン゠シモンは思想家でありながら、人生の大半を学問の外で過
ごした人物である³。彼は由緒ある貴族の家系⁴に生まれ、祖父や父
がそうであったように、青年期には軍人としてフランス王朝に仕えてい
た。アメリカ独立戦争の折にはラファイエットの陣営で参戦し、数多く
の勲功をあげたとされている。軍職を退いてからは治水や土木公共
事業に関心を持ち、オランダやスペインを歴訪した。フランス革命後
には土地投機で財をなし、起業や事業投資を活発に行なっている。
この頃はサン゠シモンの人生の中でもっとも華やかな期間であり、パ
レ゠ロワイヤル近くの大豪邸で、夜ごと豪奢な宴に興じていた。しかし
この裕福な期間は長く続かず、事業活動から手を引いた後、サン゠シ
モンは一転して学問の道を志す。学問への情熱と反比例するかの如
く、彼は次第に厳しい貧困生活に身を置くことになる。思索活動を開
始したものの、同時代人からはほとんど相手にされず、サン゠シモンに
対しては孤独な思想家という印象が強く持たれている。
サン゠シモンが思想家としての人生を歩みはじめるのは1800年代
以降のことで、没するまでの約25年の間に彼のすべてのテクストが著
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habitant de Genève à ses contemporains, 1803）において、「私は宗教を人類
の発明としてとらえ、政治制度の唯一の本性として考えることになるで
しょう」と述べるなど、宗教に対する考察は予言的に前触れされてい
た⁹。宗教を社会の重要な要素とする位置づけをサン゠シモン自身が
長く抱き続け、晩年に至り、これを真正面から取り上げる機が熟した
のだともとらえられよう。

『新キリスト教』は、革新者（le novateur）を自任するサン゠シモンと、保
守主義者（le conservateur）の対話形式で議論が展開する。ここでは、
今日のキリスト教に対する批判と「新しいキリスト教」を持つことの必
要性が議論の中心となっている。革新者と保守主義者の対話を通じ
て、本来あるべきキリスト教の教えが示され、産業を社会の基盤とす
るために人間が持つべき道徳が、繰り返し強調されていく。『新キリス
ト教』について、サン゠シモンは死の床で以下のように語ったと伝えら
れている。

私の最後の仕事である『新キリスト教』は、ただちには理解されない
であろう。私たちが、あらゆる宗教制度は消え去らねばならないと
考えてきたのは、カトリック制度の凋落を証明することができたから
だ。私たちは間違っていた。宗教は世界から消え去ることができな
い。これを改善させるより他にないのである¹⁰

従来のキリスト教にとって代わり、産業的社会における精神的紐帯
としての役割を「新しいキリスト教」が担うとサン゠シモンは考える。サ
ン゠シモンが理想とする宗教は、「新」キリスト教と名づけられているも
のの、実際には太古のそれへと立ち戻ることを志向している。彼はもっ
とも重要な教えを、原初段階の教会に見出していた。

「人間は互いに兄弟として振舞うべし
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

」。この崇高な原理に、キリス
ト教における神に由来する一切のものが含まれている¹¹。［強調原文］

「互いに兄弟として振舞う」こと、友愛（la fraternité）が、神に由来す
る唯一の原理であり、原始教会ではこの教えが固く守られていた。し
かし、この原理の尊重は中世以来の教会の腐敗を通じて失われ、世
俗においてエゴイズムの感情が生じた結果、社会における貧富の格
差や不平等がもたらされたとサン゠シモンは考える¹²。友愛の原理から
は、あらゆる道徳が導き出されるとし、以下のような目的が提示される。

神が人間に対し、行動の規範として与えたこの原理によれば、人間
は最大多数者にもっとも有益であるように社会を組織しなければな
らない。人間はそのすべての仕事、そのすべての行為において、もっ
とも多人数の階級の精神的および物質的生活を、できるだけ速や
かに、できるだけ完全に改善することを目的としなければならない¹³。

された。サン゠シモンは哲学、政治、宗教などさまざまな分野について
言及しており、著作の主題や内容は多岐に亘っている。このこともサ
ン゠シモンの思想を定義する上での困難さを招く一因となっているが、
近年では、著作の中心的主題に即して三つの区分で年代を区切る
傾向が主流となっている。すなわち、1802-1813年までの観想的・哲
学的著作期、1814-1823年までの政治的著作期、そして1824-1825

年の宗教的著作期に分けることができる⁵。

三つの著作期に通底しているのは、産業への着眼である。初期の
段階では社会における生産活動や労働を重要視するに留まっていた
が、『産業』（L’industrie, 1817）や『産業制度について』（Du système indus-

triel, 1820）などの書名から窺えるよう、中期の著作では産業が議論の
中心に取り上げられている。サン゠シモンが産業の重要性を強調する
背景には、革命を経ても未だに富裕層と貧困層の間の不平等が克
服されていないという状況がある。年金や地代によって、働くことなく
収入を得る特権階級や大ブルジョワを批判し、誰もが自らの能力に
応じて生産活動や産業活動に身を置く社会をサン゠シモンは構想す
る⁶。彼は中期の政治的著作期を通じ、産業者が指導者となる「産
業体制（le régime industriel）」の樹立を目指していく⁷。

第三の著作期である宗教的著作期は、他の二つと色彩を大きく異
にする。この期間はサン゠シモンの晩年にあたり、宗教を主題とした著
作は、『産業者の教理問答』（Catéchisme des industriels, 1824）および『新
キリスト教』の二作に限られている。1823年、サン゠シモンは資本家
たちから研究への資金援助を打ち切られ⁸、経済的困窮の中で拳銃
自殺を決意する。しかし、自殺は未遂に終わり、一眼を失うほどの傷
を負ったものの、一命を取り留めた。この衝撃的な事件の後、援助
が再開され、サン゠シモンは晩年の著作活動に取り組むことが可能に
なった。

『産業者の教理問答』では産業に対しより多くの重要性を置いた上
で、宗教や道徳の問題について言及しているが、『新キリスト教』はそ
の書名が示しているように、宗教そのものが主題となっている。晩年
になって宗教の問題を提起した経緯について、サン゠シモン自身は述
べていない。自殺未遂を経たことが彼にとって何らかの精神的転換点
となった可能性も考えられるが、真相は定かではない。一方で、最初
期の著作『ジュネーヴ一住人から同時代人への手紙』（Les Lettres d’un 

⁵ ミュッソはサン゠シモンを取り上げた複数の著作で、この年代区分を用いている。例えば
Pierre Musso, La religion du monde industriel. Analyse de la pensée de Saint-Simon, La Tour 
d’Aigues, Aube, 2006が挙げられる。

⁶ サン゠シモンのこのような姿勢は『「組織者」抜粋』（Extraits de l’Organisateur, 1819）などに
顕著に見られる。

⁷ 『産業制度について』においては« le système industriel »の語句のみが用いられている
が、後の『産業者の教理問答』で« le régime industriel »の語がより頻繁に用いられるよう
になる。これらはいずれも封建制度（le régime féodal）と対置されるものとして言及される。
Catéchisme des industriels, Œuvres, t. IV, p. 81 ; 87.なお、森による邦訳ではいずれの語に
ついても「体制」の訳語が当てられているが、本稿では« système »を「制度」、« régime »を
「体制」とそれぞれ訳し分けた。

⁸ 銀行家のラフィット（Jacques Laffitte, 1767-1844）、工場経営者のテルノー（Guillaume 
Louis Ternaux, 1763-1833）らが資金援助を行なっていた。

⁹ Les Lettres d’un habitant de Genève à ses contemporains, Œuvres, t. I, p. 58.
¹⁰ Le Globe, 30 décembre 1831. 『グローブ』の記事はリプリント版を参照した。Le Globe, 

Reprint ed., Genève, Slatkine Reprints, 1974.
¹¹ Nouveau christianisme, Œuvres, t. III, p. 108-109.
¹² Ibid., p. 184.
¹³ Ibid., p. 108-109.
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のの、理論に十分な具体性を与えぬまま世を去った。彼は第二の対
話、第三の対話を執筆し、新キリスト教の具体的な教義や祭式につ
いて詳述する構想を持っていたが、これらは実現されなかった。ゆえ
に、後継者のサン゠シモン主義者は、師の遺した草稿や著作を手が
かりとして新キリスト教を理論化し、実現することを自らの使命と考え
た。彼らはサン゠シモンの思想に彼らなりの解釈を与え、実践すること
を試みたが、これによってさまざまな齟齬が生じてくることになる。

サン゠シモン主義者による継承2

サン゠シモン自身の著作が年代ごとに異なる主題を持つように、サ
ン゠シモン主義者の理論についても、担い手や年代による相違が見出
される¹⁸。サン゠シモン主義者の理論と実践について掘り下げる前に、
本稿で用いる「サン゠シモン主義者」の語について述べておきたい。本
稿では、「学派（l’école）」あるいは「教団（l’église）」といった集団としての
「サン゠シモン主義者」に注目する。サン゠シモン主義の担い手は個々
人であったが、1825年から1832年にかけては、講義や機関紙を通
じて、言わばサン゠シモン主義者総体としての公式見解とも言える主
張が表明されている。彼らが集団性を重視していたことは、サン゠シモ
ン主義者の一人であるアンリ・フールネル（Henri Fournel, 1799-1876）に

よって書き残されている。

人びとが共同で研究すべく協力したとき、すなわち諸観念を提供す
るとともに受け入れ、これらの観念を交換し、修正し、そしてそれら
を完成し、ようやく確定するとき、［…］その著者はどこにいるのだろ
うか。それは全員であり、かつ誰でもないのである¹⁹。

フールネルがサン゠シモン主義者全体としての営みに強調点を置い
ていることから、彼らが個人ではなく集団としてサン゠シモンの思想を
継承し、担おうとしていたことが窺われる。このような点に鑑み、ここ
ではサン゠シモン主義者たちがサン゠シモンの著作を検討するグループ
を形成し、思想の喧伝活動を実施した「学派」期（1825-1829年）、グ

ループが宗教的集団へと変化した「教団」期（1829-1832年）までの活
動を取り上げ、サン゠シモン教団が解散し、「元サン゠シモン主義者」
となった個々人が産業活動を実践した時期については、深く立ち入
らないこととする²⁰。

サン゠シモン主義の「学派」による活動は、サン゠シモンの死後まも
なく始まった。1825年5月、サン゠シモンの死を看取り、葬儀に参
列した友人たちは、師の思想を後代に遺すための取り組みを開始す

ここで言及される「最大多数者」、「もっとも多人数の階級」とは、
同時に「もっとも貧しい階級」でもある¹⁴。「互いに兄弟として振舞う」
原理をあらゆる社会関係に適用し、もっとも貧しい階級の幸福を増大
させることが、社会全体で取り組むべき目的となる。産業を基盤とす
る社会を構築するために、人びとが友愛の教えを一般的道徳として
持つことがもっとも重要であり、これこそ新キリスト教の教えの核心で
あるとサン゠シモンは考える。人間が人間に対し支配的に振舞うので
はなく、友愛を持って産業に従事する。こうした社会を築くことによっ
て世界のあらゆる領域が生産的になり、貧しい階級の精神的・物質
的な境遇が改善されると彼は結論づけている。
この著作では、現行のキリスト教に対する批判に多くの紙面が割か
れている。サン゠シモンは、まずカトリック教会を以下に挙げる四つの
点から非難する。第一にカトリックの聖職者たちが神の教えと異なる
誤った教えを採用しており、世俗の人びとを正しい道に導いていない
点、第二に聖職者たちが救済の道へと信徒を導くための知識を持っ
ていない点、第三に教皇が世俗の人びとの精神的・物質的利益に反
する統治行動をとっている点、そして第四に、聖職者や信徒を支配す
るために宗教裁判とイエズス会修道士の制度を作り、これらに保護を
与えた点である。
カトリック教会は貧しい人びとが物質的・精神的に、より満足な生
活ができることを教えておらず、信徒の注意を有用性のない祭儀に
向けさせることによって真に目指すべき目的を見失わせてきた。また、
15世紀の教皇レオ10世以来、教会は諸王と結び一枚岩をなし、世
俗権力（le pouvoir temporel）と宗教権力（le pouvoir spirituel）が融合した状
態にある。サン゠シモンは「シーザーのものはシーザーに返せ」¹⁵の格
言を引きながら、キリスト教の教えによれば、二つの権力は分かたれ
ねばならないことを主張する。
教会の腐敗が厳しく非難される一方、ルターによる宗教改革もま

た、不完全なものとして断罪の対象となる。カトリック、プロテスタント
の両者はともにキリスト教の異端であり、それどころか、「今日自らを
キリスト教と公言するあらゆる宗教は異端でしかない」¹⁶とさえ述べら
れている。プロテスタンティズムはカトリック教会の腐敗を批判したが、
彼らの採用した道徳は最良のものではなく、新しい宗教の構築を完
遂しなかった。ルターが「キリスト教の社会的重要性を増大させるた
めに必要な諸方策を講じようとせずに」、「キリスト教を社会組織の
埒外へと追いやった」点にサン゠シモンの批判が向けられている¹⁷。

『新キリスト教』は新たな宗教を提起する書であるが、それ以上に現
行の宗教を批判する志向性が色濃く表れている。批判はもっぱら15

～ 16世紀のカトリック教会の腐敗と宗教改革に対して展開されるが、
これらに端を発する同時代のキリスト教の誤りこそ、サン゠シモンが真
に批判の対象としたものであろう。彼が社会の現状を改善することを
志向し続けたことからも、その関心が常に現在へ向けられていたこと
が窺える。だが、サン゠シモンは新しいキリスト教の着想を提示したも

¹⁴ Ibid., p. 109 ; 117.
¹⁵ Ibid., p. 113. この言葉は「マタイによる福音書」の第22章21に登場する。
¹⁶ Ibid., p. 118.
¹⁷ Ibid., p. 158.
¹⁸ 年代や担い手による「サン゠シモン主義」の定義の問題について、レニエが以下の論文で
言及している。Philippe Régnier, « De l’état présent des études saint-simoniennes », J.R. 
Derré [dir.], Regards sur le Saint-Simonisme et les Saint-Simoniens, Lyon, Presses Universi-
taire de Lyon, 1986.

¹⁹ Henri Fournel, Bibliographie saint-simonienne, Paris, A. Johanneau, 1833, p. 69.
²⁰ 個々人による産業活動をサン゠シモン主義的なものとして取り扱うには、サン゠シモン主義
のグループを辞した者たちを「サン゠シモン主義者」として位置づけることの妥当性を問わな
ければならない。
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アンファンタンとバザールの間で意見が対立し、教団内に亀裂を生じ
させたのだ。サン゠シモンは自身の著作において、女性についてさほど
多く言及していなかった。したがって、サン゠シモン主義者たちは社会
や家庭における女性の役割と立場を明確なものにするため議論を重
ねていたのだが、これをめぐってアンファンタンとバザールの意見が分
かれたのである。女性の解放を謳い自由な恋愛と婚姻を主張するア
ンファンタンに対し、こうした主張が事実上の雑婚を認めるものである
とバザールは強く反発した。
この対立が元となり、1831年11月にバザールは教団から離脱す

る。幾人かのバザールの支持者も同時期に離教し、サン゠シモン教団
の指導者はアンファンタン一人となった。これ以降、アンファンタンは
教団の「至高の父（le père suprême）」として君臨する。女性に関する意
見の対立はバザールの離反に留まらず、1832年1月にはロドリーグ
の離教をももたらした。ロドリーグはサン゠シモン主義者のグループが
発足した最初期から運営を担ってきたため、債務の委譲やサン゠シモ
ンの著作の出版権をめぐって訴訟を起こし、思想よりもむしろ実際的
な面で対立が複雑化した。
教団内部の対立と時を同じくして、サン゠シモン教団は警察当局か

らも起訴される。政府は20人以上の集会を禁止する刑法291条を楯
に、サン゠シモン主義者が行なっている集会が法に違反すると糾弾し
た。しかし、この起訴の具体的な根拠は不明確であった。サン゠シモ
ン主義者による集会や公開講義は1828年から開始されており、多く
の公衆を得るようになってからも政府は黙認してきたのである。起訴
を受け、サン゠シモン教団はその歴史の最終局面を迎える。1832年
4月、アンファンタンは現在のパリ20区にあるメニルモンタン地区の大
きな邸宅を買い取ると、40人の信徒を伴って隠遁生活に入る。ここ
では信徒たちは髭を伸ばし、制服の着用を義務付けられた²³。メニ

ルモンタンで共同生活を送るようになってからは賛美歌が作られ、毎
日定時に起床、集合し、歌を歌い、各人に割り当てられた農作業や
家事に従事する規則が設けられた。このように、サン゠シモン主義者
たちは宗教儀礼が全面化した集団生活に没頭する。
数ヶ月に及ぶ裁判期間中も共同生活は続けられていたが、アンファ

ンタンとシュヴァリエには服役が命じられ、1832年の12月15日、彼
らはサント・ペラジーの監獄に収監される。指導者を失ってもなお、
少数のサン゠シモン主義者たちはメニルモンタンに留まり続けた。しか
し、一連の出来事を経、離教していく信徒も少なくはなかった。教団
の機関紙『グローブ』の主筆としてサン゠シモン主義の理論の発展に
寄与したシュヴァリエでさえも、投獄中にアンファンタンと袂を分かち、
サン゠シモン教団から離脱する。宗教的熱狂をはらんだサン゠シモン
主義のグループ、サン゠シモン教団の数年間の活動は、ここに事実上
の終焉を迎えた。同時に、この時期を境としてサン゠シモン主義者によ
る集団的な活動も終息する。教団解散後もしばらくの間は、アンファ
ンタンがサン゠シモン主義者を率いてエジプトでの布教を行なったが、

る。生前よりサン゠シモンを支持していたオランド・ロドリーグ（Olinde 

Rodrigues, 1795-1851）、レオン・アレヴィ（Léon Halévy, 1802-1833）らに加
え、バルテルミ゠プロスペル・アンファンタン（Barthélemy-Prosper Enfantin, 

1796-1864）、サン゠タマン・バザール（Saint-Amand Bazard, 1791-1832）が加
わり、サン゠シモンの著作を検討するグループを形成する。アンファン
タンとバザールは、後のサン゠シモン主義者の活動に大きく寄与する
人物である。
初期グループのメンバーたちは、サン゠シモンの思想における断片

的で曖昧な部分を体系立った理論へと発展させることを目的とし、当
初は各 の々解釈を議論し合うことを活動の中心としていた。やがて、
サン゠シモンの思想を世に広めるべきであるという考えから、雑誌の刊
行²¹や講義の実施²²など、公衆に対する宣伝に注力していく。この講
義は理工科学校（l’École polytechnique）に学ぶ若いエリート層や技術者
層を聴衆としており、ミシェル・シュヴァリエ（Michel Chevalier, 1806-1879）

やフールネルといった後にグループの中核を担う若者が集まった。
サン゠シモンの思想の普及を真摯に目指す一方で、サン゠シモン主
義者の理論は師の思想からはむしろ離れ、独自の色合いを見せはじ
めていた。この頃から、社会の産業化を重視するかたわら、彼らは精
神的紐帯の重要性を殊更に強調しはじめる。次第に、新しいキリス
ト教を創出するという目的は、サン゠シモン主義のグループを新キリス
ト教の教団とすることと同一視されるようになっていく。サン゠シモン主
義者は師のテクストを手がかりに「新しいキリスト教」を具体化し、実
現することを急いでいた。1820年代末に向けて、彼らは自分たちの
グループを新しい教会として組織しはじめる。宗教への傾倒は、同時
代人の目に対して、そして現代の私たちに対しても、サン゠シモン主義
を著しく特徴づけていくことになる。
まず、サン゠シモン主義者のグループは、内部でヒエラルキーを組
織し、3つの位階を設置した。「教父（le père）」、古参メンバーが属
する「幹部会（le collège）」、そして下位の「信徒（les apostolats）」の3つ

である。1829年のクリスマスの日、幹部会はアンファンタンとバザー
ルを教父に指名し、最古参の弟子であるロドリーグがこれを承認し
た。サン゠シモン主義者たちは自らのグループを「家族（la famille）」と称
し、公衆に対して教理解説を行なうだけではなく、共同生活をも営む
ようになっていく。モンシニ街のジェヴル館に部屋を借りてアンファン
タンと数人の仲間が住まい、信徒たちの定期的な集会が執り行われ
るようになった。

サン゠シモン主義の教団は、二人の有能な指導者を持つことによっ
て結束を強めたが、このことは同時に教団内部に危機をもたらした。

²¹ 『プロデュクトゥール　産業、科学、芸術新聞』（Le Producteur, Journal de l’Industrie, des 
Sciences et des Beaux-Arts）が1825年10月から1年に亘って刊行された。創刊当初は週刊
であったが、1826年4月からは月刊化した。Charléty, op. cit., p. 31.

²² 1828年12月に第一回の講義が行われ、翌年夏まで実施された。全十七回に及ぶ講
義は書籍にまとめられ、刊行されている。Doctrine de Saint-Simon. Exposition. Première 
année. 1829, Paris, Bureau de l’Organisateur et chez A. Mesnier, 1830. 注釈版と邦訳は以
下の通り。Doctrine de Saint-Simon. Exposition. Première année. 1828-1829, publié avec 
introduction et notes par C. Bouglé et Elie Halévy, Paris, Librairie des sciences politiques 
et sociales, 1924（『サン-シモン主義宣言　『サン-シモンの学説・解義』第一年度，1828-
1829』野地洋行訳、木鐸社、1982年）.

²³ サン゠シモン主義者が着用した制服については、新實が詳細に考察している。新實五穂
『社会表象としての服装　近代フランスにおける異性装の研究』東進堂、2010年。
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てからは、少なからぬ齟齬が生じているように思われる。制服の導入
や隠遁生活といった彼らの営みを取り上げ、それらが祭式として、ま
た聖職者の教えとして妥当なものであったかどうか検討しよう。
サン゠シモン教団における制服制度の導入は、1830年から構想さ
れていた²⁹。メニルモンタンに隠遁する以前からすでに、サン゠シモン
教団では青をシンボルカラーとしており、アンファンタンとバザールの
二人の教父は明るい青の上着とズボン、白いチョッキを着用して集会
や儀式に参加していた。そして、メニルモンタンへの移住以降、生活
をともにするすべての信徒に対し制服の着用が適用された。制服に
は三つの色が用いられており、ズボンは白、チョッキは赤、上着は青
紫で、それぞれが象徴的な意味を付与されている。マクシム・デュカン
（Maxime Du Camp, 1822-1894）はサン゠シモン主義者の装束について、
以下のように証言している。

白は愛、赤は労働、青紫は信仰の色である。その服装はしたがっ
て、サン゠シモン主義は愛に立脚し、労働によって心を鍛え、信仰
に包まれていることを意味していた³⁰。

また、彼らが着用したチョッキ（gilet）は背中にボタン（あるいは紐）がつ
いており、脱ぎ着する際には他の信徒の協力が必要であった³¹。色に
よる象徴性と形状によって、制服はサン゠シモン主義者たちの社会的
絆（連帯）を呼び起こす装置としてのはたらきを持っていたと考えられて
いる³²。そして、青色の上着には位階を表す機能もあった。上着の色
は位階によって濃淡が使い分けられており、教団内での階級を表す
役割を持つ³³。高位の位階ほど明るい青となり、一般信徒は暗い青
の上着を着用した。
このように、制服の着用は信徒間の平等で「水平」な関係を表す一
方、同時に教会内の位階という「垂直な」上下関係を示すという、二
つのはたらきを果たしていた。制服の導入それ自体としては、友愛と
絆を強調する効用があったと言うことができるだろう。だが、制服によ
る位階の可視化は、教理の伝播や伝道とは直接的な結びつきを持っ
ておらず、教父や古参メンバーに対する、敬意と崇拝を集める効果が
期待されていたのではないだろうか。特に、バザールが離教し、アン
ファンタンが「至高の父」となってから、この傾向は強められている。ア
ンファンタンが着用したチョッキには、胸に大きく« LE PÈRE »と赤書
きされ、彼の地位が一目でそれとわかるようになっていた³⁴。位階を

1840年代に入るとサン゠シモン主義の名の下に行なわれる活動はほと
んど姿を消す。これ以降は、元サン゠シモン主義者の面々が、個人の
活動として鉄道業や銀行業などの産業において活躍することになる²⁴。

「新キリスト教」とサン゠シモン主義者3

サン゠シモン主義者が「学派」から「教団」へと変化する過程におけ
る、大きな契機のひとつは位階の導入であろう。位階の導入が後に
「至高の父」アンファンタンを生み、宗教儀礼への没頭をもたらして
いったことは、ここまで見てきた通りである。サン゠シモン主義者グルー
プの教団化、そしてアンファンタンの独自路線による宗教活動の強化
は、彼らなりに「新キリスト教」の実現を目指した取り組みであった。ま
た、このような取り組みはサン゠シモンのテクストに根拠を求めた上で、
実践されたものであったようだ。サン゠シモンの『新キリスト教』を顧み
ると、教会における聖職者の存在や祭式の実施は否定されてはおら
ず、それらの必要性が訴えられていた。

キリスト教の指導者たちは、もっとも多人数の階級の幸福の増大を
目的とする仕事を、もっともよく指導できる人びとの中から選ばれな
ければならない。したがって聖職者は大多数の住民の幸福を促進
するため、とるべき行動を信徒たちに教えるということに主として携
わらなければならない²⁵。

聖職者は［…］信徒たちに行なう説教において、神に捧げる祈りにお
いて、またその祭式と教義とのあらゆる部分において、聴衆の注意
を以下の重要な事実に向けさせなければならない。すなわち、住

0

民の圧倒的大多数は彼らが今日まで過ごしてきた生活よりもずっと
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

満足な精神的
0 0 0 0 0 0

・物質的生活を享受でき
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、富める人たちは貧しい人
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

びとの幸福を増大させることによって自分たち自身の生活をも向上
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

させることになるであろう
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、という事実にである²⁶。 ［強調原文］

新キリスト教の教えを伝道し、人びとをあるべき理想の社会へと導
くにために聖職者は必要であり、また、友愛の道徳をより深く浸透さ
せる方法として、音楽や詩、絵画などの芸術を取り入れた祭式を行う
ことは、積極的に肯定される²⁷。おそらく、サン゠シモン主義者もまた、
このような記述を受けて、教団に聖職者たる「教父」を据えるために
位階制度を導入し、祭式を実践したのだと考えられる。
だが、ここで注意を払わなければならないのは、聖職者であれ、祭
式であれ、新キリスト教の教えを浸透させる目的に適う限りにおいて、
正当化されるということである。サン゠シモンは腐敗したカトリック教会
の聖職者や、「迷信的で無益な一切の信仰や勤行」²⁸を強く批判し
ている。サン゠シモン主義者が実践した教団の活動は、果たして師の
教えに適うものであっただろうか。当初はサン゠シモンのテクストから大
きく逸脱していなかったにせよ、アンファンタンが唯一の指導者となっ

²⁴ アンファンタンはオリエントとフランス国内で鉄道や水道といった、さまざまなインフラ事業
に携わった。シュヴァリエは、第二帝政期に政府の公共事業計画に加わっている。Pierre 
Musso, Saint-Simon et le saint-simonisme, Paris, Presses Universitaires de France, 1999, 
p. 117-118.

²⁵ Nouveau christianisme, Œuvres, t. III, p. 120.
²⁶ Ibid., p. 122-123.
²⁷ ルターは偶像崇拝とあらゆる祭式を否定していたため、この点からもサン゠シモンによって
批判されている。Ibid., p. 159-162.

²⁸ Ibid., p. 163.
²⁹ 新實、前掲書、139ページ。
³⁰ Maxime Du Camp, Souvenir littéraire, Paris, Auvier, 1994, p. 413, Charléty, op. cit., 

p. 169-170.
³¹ Coilly et Régnier [dir.], op. cit., p. 84. 新實、前掲書、147-149ページ。
³² 新實、前掲書、158ページ。
³³ 同上、138ページ。
³⁴ Coilly et Régnier [dir.], op. cit., p. 84-85.
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³⁵ 音楽家フェリシアン・ダヴィド（Félicien David, 1810-1876）によって作曲された讃美歌のひ
とつ、「輪舞曲」（La Ronde）には、アンファンタンを賛美する歌詞が歌われている。「兵士
よ、労働者よ、ブルジョワよ／我らを愛しなさい、我らが父を愛しなさい」Ralphe P. Locke, 
« Le rôle de la musique : Félicien David (1810-1876) », Coilly et Régnier [dir.], op. cit., 
p. 78-79. また、イコン画ではアンファンタンを重要人物として大きく描くなど中世の宗教画
を模した描写がなされていた。Ibid., p. 87.

³⁶ Musso, La religion du monde industriel, op. cit., p. 260.
³⁷ 複数の裁判を抱えたことで資金繰りに悩み、また『グローブ』の刊行を続けることが大きな
負担となっていた。Charléty, op. cit., p. 157.

³⁸ Antoine Picon, Les saint-simoniens. Raison, imaginaire et utopie, Paris, Belin, 2002, p. 137-
138.

³⁹ 新實、前掲書、144ページ。
⁴⁰ Nouveau christianisme, Œuvres, t. III, p. 117.
⁴¹ Doctrine de Saint-Simon. Exposition. Première année. 1829, 3e ed., Paris, Bureau de l’Orga-

nisateur, 1831, p. 346-347.

た。公衆に対して行なわれた講義の第13回「宗教問題への序言
（Introduction à la question religieuse）」において、その言及が見られる。サ
ン゠シモン由来の宗教（新キリスト教）に対する批判に反論する形で、彼
らは以下のように述べている。

［今日現存するさまざまな宗派の］いわゆる宗教的
0 0 0

信条は、それらを
社会に結びつける

0 0 0 0 0

よりはむしろ社会から切り離す傾向があると、わ
れわれは言うだろう。［…］なぜならこれらの宗派の宗教的見解は、
いわば純粋に思弁的

0 0 0

な価値しか持っていないので、この点ではほ
とんど社会にかかわりのないものであり、これらの宗派を社会に結
びつけるよりはむしろ社会から切り離すからである⁴¹。 ［強調原文］

サン゠シモンが友愛の道徳に基づく産業的社会を志向したことを受
け継ぎ、サン゠シモン主義者たちも「学派」期そして隠遁以前の「教団」
においては、産業活動の重要性を強調してきた。そして、彼らが師か
ら受け継いだ宗教は、社会とのかかわりを持つものだということを、サ
ン゠シモン主義者自身、十分に理解していたのである。一方、隠遁以
降は物理的に社会との関係を断ち、位階制度や制服制度など、産業
や社会との結びつきが希薄な象徴性、あるいは信仰に没頭している。
これらの点は、アンファンタン主導の隠遁生活がサン゠シモンならびに
過去においてサン゠シモン主義者自身が志向していた「新キリスト教」
と相容れないものであることを示している。とりわけ、メニルモンタン以
降のサン゠シモン教団は、師から継承した教義を必ずしも根拠としな
い祭式が、その営みの中核をなしていたと言えるだろう。

おわりに

本稿では、サン゠シモンが提起した「新キリスト教」をめぐり、サン゠
シモン主義者による継承とその実践、そして本来の教えからの逸脱を
取り上げてきた。上記の試みによって、「新キリスト教」に対する理解
を深めることが、一連の考察の目的であった。以下で本稿の議論を
振り返ってみよう。
サン゠シモンによれば、友愛の原理から導かれた道徳を浸透させる

こと、そして貧しい階級の生活を改善するような産業を備えた社会の
実現を促していくことが、宗教に求められるもっとも重要な使命であり
目的であった。このため、こうした役割を果たしてこなかったカトリック
教会やプロテスタントは、いずれもキリスト教の異端に過ぎないものと
して批判の対象となっている。とくに、ルター派については、彼らが宗
教を社会の埒外へと追いやったことについても、批判の矛先が向けら
れている。しかし、彼は「新キリスト教」の原理について述べたものの、
教義や組織については詳述しなかった。そのため、サン゠シモン主義
者は師の考えを補い、実現することを目指していった。
サン゠シモン主義者は師が遺した宗教着想を実現すべくして、自ら

のグループを「学派」から「教団」へと転換させた。理論の検討段階や

強調し、教父に対する崇拝を強めるはたらきは制服のみならず、当時
作成された賛美歌やイコン画にも見て取ることができる³⁵。

サン゠シモンによる「互いに兄弟として振舞う」友愛の原理は、人間
関係における「水平な」結合を重視するもので、主人と奴隷の関係の
ような「垂直な」結合とは相容れないものとされている³⁶。聖職者と信
徒の関係において、それぞれに優劣が存在するのか、また友愛の原
理に鑑みると位階の区別はどのように位置づけられるのか、サン゠シ
モン自身は述べていない。しかし、この原理を最大限に重視するなら
ば、聖職者と信徒の関係においても、両者は平等な「兄弟」として結
び付けられていると考えられるだろう。これまでに挙げた引用を含めて
推察するに、少なくとも教会における聖職者は、信徒に対して支配的
な立場を持つものではなく、「新キリスト教」の教えへと人びとを導くこ
とによって、その位階の正当性を保つと言える。このような考えに則
ると、聖職者たる教父アンファンタンの教導は、サン゠シモンの教えに
対し妥当なものであっただろうか、という問いがおのずから浮上してく
る。この問いに答えるため、アンファンタンが教団活動の末期に主導
した、隠遁生活について考察したい。
警察当局に検挙されてからの隠遁生活については、今日までにさま

ざまな見解が提示されてきた。活動の物質的側面に着目した見解で
は、彼らは資金難を克服する目的から³⁷世間を離れたのであり、活
動のあり方を見直し、広大になりすぎた目標や手段を定義し直すため
に隠遁したのだと位置づけられている³⁸。あるいは隠遁生活を制服導
入の意図に引きつけてとらえ、当時の社会に対する離脱と決別の表
明だと考える向きもある³⁹。いずれにせよ、隠遁生活がサン゠シモン教
団を外界、あるいは社会そのものから隔てるものであったことは事実
である。そして、この行為はサン゠シモンが述べる「新キリスト教」のあ
り方と根本的に相反する性質を持つと言える。
『新キリスト教』において、この宗教が担う役割とは、一般的道徳と
しての友愛を培い、社会における人びとの窮状を改善することである
と位置づけられている⁴⁰。また、カトリック教会やプロテスタントに対す
る批判において、これらの宗派が社会組織の外部に存在することが
批判点として述べられていた。すなわち「新キリスト教」は社会の内部
に存在しなければならず、また社会との結びつきを持たずしては、そ
の教えを完遂することは不可能なのである。
しかも、社会との結びつきを持たない宗教に対する批判は、実
は「学派」時代にサン゠シモン主義者自身によっても展開されてい
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教団発足の初期段階には、師の思想に沿った展開が見られたもの
の、次第に既存の宗教をなぞるような制度や祭式が導入されるように
なっていく。そして最終的には、信徒たちの隠遁という社会からの断
絶をもって、サン゠シモンが求めた宗教のあり方から、もっとも大きな
逸脱を経験する。サン゠シモンの企図とサン゠シモン主義者の宗教的
営みとの対比を通じ、「新キリスト教」の教えの実現には、社会との結
びつきが不可欠であることを見出した。
本稿ではサン゠シモン主義者の集団としての側面を重視し、教団の

活動を追ってきたため、個々人の活動や主張について詳しく言及し
なかった。だが、サン゠シモン教団がサン゠シモンのテクストからの逸
脱を見せていく過程には、アンファンタンの存在が大きく影を落として
いる。サン゠シモン主義が新たな宗教となり、サン゠シモン主義者のグ
ループが教団と化す一連の流れにおいても、また教団内の分裂や隠
遁生活への契機においても、アンファンタンは深くかかわっており、サ
ン゠シモン教団の営みを考察する上で、彼の存在を等閑視することは
不可能であると言える。アンファンタンが導入したさまざまな制度と祭
式を、彼自身が師のテクストに対しどのように位置づけていたのか、ま
たどのようにして正当性を与えていたのか、これらの点が今後検討す
べき課題となるだろう。サン゠シモンのテクストとサン゠シモン主義者の
理論および活動を照らし合わせ、両者間の考察を行なうことにより、
より深い理解と知見を得られることが期待される。


